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令和７年度一関市立一関東中学校 第４回学校運営支援協議会 

日時 令和８年２月５日（木） 

                               15:00～ 

会場 PC室 

 

【次 第】 

１ 開 会（副校長） 

２ 会長挨拶 

３ 校長挨拶 

４ 報告 

    （１）経過報告 

（２）学校運営支援協議会総括 

（３）その他 

   ５ 協議 

（１）R８年度学校経営方針について 

（２）R８年度学校運営支援協議会委員の選出について 

（３）その他 

６ その他 

（１）今後の日程について（予定） 

   ７ 閉 会（副校長） 

 

 

令和７年度 一関市立一関東中学校 学校運営支援協議会委員名簿 

 役職 氏名 所属等 備考 

１ 会長 佐藤 和枝 一関東中学校 PTA会長 真滝 

２ 副会長 井上 海 一関東中学校 PTA副会長 弥栄 

３ 委員 佐々木 春枝 一関東中学校元評議員 弥栄 

４ 委員 吉田 聖樹 牧澤神楽保存会代表 真滝 

５ 委員 佐藤 勝 富沢神楽保存会代表 弥栄 

６ 委員 鈴木 征子 真滝地区主任児童委員 真滝 

７ 委員 尾形 正代 弥栄地区主任児童委員 弥栄 

８ 委員 菅原 勝 滝沢地域振興協議会代表 真滝 

９ 委員 木村 篤 弥栄地区まちづくり協議会代表 弥栄 

10 委員 小山 洋子 真滝幼稚園長 真滝 

11 副会長 菅原 理日 一関東中学校校長 一関東中 

12 事務局 小林 義幸 一関東中学校副校長 一関東中 
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４ 報告 

 (1)経過報告 

月 日 主な活動 

6 14、15 一関地方中総体 

 男子ソフトテニス部 第５代表、個人：千葉/阿部組 ベスト 8 

 バドミントン部   団体１位、 

女子シングルス 橋本さくら ３位 

           女子ダブルス 佐藤/熊谷組 ２位                   

男子シングルス 小野寺陽斗 ２位 

 卓球部 団体３位 

6 25、26 期末テスト 

6 28 環境整備作業 

7 4 漢字検定 

7 10 建設業ふれあい事業 

7 12 県中総体（卓球・ソフトテニス・バドミントン） 

7 16～22 １学期期末面談 

7 17 ２年ジョブカフェ講話 

7 19～21 県中総体 

7 23 １学期終業式 地区奉仕活動 

7 28～30 最先端科学体験研修（筑波） 

7  毛越寺あやめ祭り写生会 毛越寺賞 千葉心遥 

8 20 ２学期始業式 

8 21 実力テスト 

8 25～29 ２年社会体験学習 

8 26 １年平泉研修 

8 27 わたしの主張一関地区大会 ３年小野寺陽斗 優良賞 

8 28 最先端科学体験事後研修会 

8 29 一関英語暗唱大会 小野寺陸 6位入賞 

9 1 防災の日 

9 4 １日補導員 

9 5 第２回学校運営支援協議会 

9 8 地方駅伝 

9 9 市独唱大会 

9 13～ 地方新人大会 

9 24 ＰＴＡ役員会 

9 25 中間テスト 

9 30 学校保健会 
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10 1 県学調 

10 7 １年工場見学 

10 14 立会演説会、役員選挙 

10 18、19 県新人大会前期 

10 26 文化祭 

10 31 ＩＬＣ特別授業 

11 6 避難訓練 

11 13 一関地方中文祭 

11 15、16 県新人大会後期 

11 18 生徒総会 

11 21 授業参観、家庭教育学級 

11 25、26 期末テスト 

11 28 県中文祭舞台発表 

11 29 滝沢・弥栄モデル実践区教振実践発表会 

12 5 第３回学校運営支援協議会 

12 24 終業式 地区奉仕活動 

１ 13 地域部活動代表者連絡会 

１ 14 始業式 

１ 15 ＰＴＡ三役会 

１ 29 一関ライオンズクラブ表彰式（３名） 

１ 30 ＦＭアスモ学校紹介 市思春期講演会（３年） 

2 2 新入生説明会 

2 5 第４回学校運営支援協議会 

2 20 授業参観日 

3 4．5 県立高校入試 

3 12 修了式 

3 13 卒業式 
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(2)学校運営支援協議会総括 

【第１回】 

 ①学校運営支援協議会について 

  ・役員選出 

 ②Ｒ７学校運営の基本方針について 

 ③まなびフェストについて 

 ④熟議「生徒の健全育成に係る環境整備に必要なものは何か」 

  ➡水はけのよいグラウンド、ＡＥＤ、ベンチ、体育館のエアコン、犬を飼う、食べ物を

作る体験は大切、以前はバケツで米を栽培、原木シイタケの栽培も可能等 

 

【第２回】 

 ①第１回教育についてのアンケート結果考察 

 ②熟議「地域Ｃｏについて」「学校運営支援協議会の情報発信について」 

➡・地域Ｃｏは必要 

 ・学校と地域をつなぐ役割、人材発掘や募集、情報発信等。共に生徒を育てていく仲

間を増やすという考え。 

➡・学校に近しい人、学校と関係のない人物、ＰＣが得意な人、情報発信できる方、 

学校に詳しい人等 

   

【第３回】 

 ①第２回教育についてのアンケート結果 分析と考察 

 ②熟議「地域Ｃｏ、情報発信して下さる方の候補」 

「一関東中学校における協働活動について」 

  ➡・何名か具体的候補名 

  ➡・鶏舞を他施設で披露、鶏舞の歴史を学ぶ、世代間交流、収穫祭に関わっていく、 

もちつき、昔の暮らし体験、一緒に何かを作る、養蚕、和紙作り、祭りの手伝い、 

 

【成果と課題】 

 ①成果 

  ア 学校環境整備に必要な具体項目を確認できた。 

  イ 地域Ｃｏについて理解を深め、候補について共有できた。 

ウ これからの協働活動について、イメージを共有できた。 

  エ 熟議を中心に据えた学校運営参画意識の醸成 

 ②課題 

  ア 地域Ｃｏの決定（人材発掘や依頼）と情報発信 

  イ アイデアの具現化 

ウ 情報共有と連携の継続（地域・家庭・学校） 

エ 学校運営支援協議会の主体的な運営 
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(3)その他 

Memo 

 

 

 

 

 

５ 協議 

(1)８年度学校経営方針について…別紙参照 

 

(2)８年度学校運営支援協議会委員について 

 ☆今年度委員の方々には可能な範囲で継続をお願いしたい。 

 ☆役職としては以下の通り。 

PTA会長１  

PTA副会長１    

元学校評議員    

滝沢地域振興協議会１ 

  弥栄地区まちづくり協議会１  

牧澤神楽保存会１   

冨沢神楽保存会１ 

  真滝地区主任児童委員１    

弥栄地区主任児童委員１  

真滝幼稚園長１ 

  外部有識者１  

 

６ その他 

(1)今後の日程について（予定） 

 ①８年度 PTA総会 

    令和８年 ４月２５日（土） 

 

 ②８年度 第１回学校運営支援協議会 

       令和８年 ６月 ５日（金）14:30～16:00 
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○一関市学校運営支援協議会規則 
令和 4年 1月 31日 

教育委員会規則第 1号 

(趣旨) 

第 1条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和 31年法律第 162号。以下「法」

という。)第 47条の 5の規定に基づき置く学校運営協議会について、必要な事項を定めるものとす

る。 

(名称) 

第 2条 この規則の規定により置く学校運営協議会は、学校運営支援協議会(以下「協議会」という。)

と称する。 

(協議会の目的) 

第 3条 協議会は、校長の権限と責任の下に学校(一関市立学校条例(平成 17年一関市条例第 69号)第 2

条及び第 3条に規定する学校をいう。以下同じ。)及び地域住民、保護者等(以下「地域住民等」とい

う。)が協議することにより、地域住民等の学校に対する支援及び協力を促進し、学校と地域住民等

の信頼関係を深め、もって学校運営の改善並びに児童生徒の健全育成を図るものとする。 

(設置) 

第 4条 教育委員会は、法第 47条の 5第 1項の規定により、学校ごとに協議会を置くものとする。 

2 前項の規定にかかわらず、小学校及び中学校が相互に密接に連携し、その所在する地域の特色を生

かした教育活動を行う場合は、2以上の学校について 1の協議会を置くことができる。 

3 協議会は、当該協議会を置いた学校又は地域の名称を冠するものとする。 

(委員の任命) 

第 5条 協議会の委員(以下「委員」という。)は、協議会ごとに 15人以内とし、次に掲げる者のうち

から教育委員会が委嘱し、又は任命する。 

(1) 当該協議会を置いた学校(以下「対象学校」という。)の所在する地域の住民 

(2) 対象学校に在籍する児童又は生徒の保護者 

(3) 対象学校の校長 

(4) 対象学校の教職員 

(5) 学識経験者 

(6) 関係行政機関の職員 

(7) その他教育委員会が必要と認める者 

2 対象学校の校長は、前項の委員の委嘱又は任命に関し、教育委員会へ委員を推薦するものとする。 

3 委員に欠員が生じたときは、教育委員会は新たに委員を委嘱し、又は任命するものとする。 

(任期) 

第 6条 委員の任期は、4月 1日から翌年の 3月 31日までの 1年とし、再任を妨げない。 

2 前項の規定にかかわらず、前条第 3項の規定による補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(報酬) 

第 7条 委員の報酬は、別に定める。 

(守秘義務等) 

第 8条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

2 前項に定めるもののほか、委員は、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1) 協議会及び学校の運営に著しく支障を来す言動をすること。 

(2) 委員としての地位を利用し、営利行為、政治活動、宗教活動等をすること。 

(3) その他委員としてふさわしくない行為をすること。 

(委員の解嘱等) 

第 9条 教育委員会は、本人からの辞任の申出があったときは、委員の委嘱又は任命を解くことができ

る。 

2 教育委員会は、委員が次の各号のいずれかに該当するときは、理由を付して委員の委嘱又は任命を

解くことができる。 

(1) 前条の規定に違反したとき。 

(2) その他解嘱又は解任に相当する事由が認められたとき。 

(会長及び副会長) 

https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00000375.html?id=j2
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00000375.html?id=j2
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00000375.html?id=j3
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000036
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000050
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000084
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000077
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000101
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000127
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000097
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第 10条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選出する。ただし、対象学校の校長は、

会長となることができない。 

2 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 11条 協議会の会議は、会長が対象学校の校長と協議の上、招集する。 

2 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

4 協議会の会議は、原則として、公開する。 

(基本的な方針) 

第 12条 校長は、学校の運営に関して、教育課程の編成その他校長が必要と認める事項について基本

的な方針を作成し、協議会の承認を得なければならない。 

2 校長は、前項により承認された基本的な方針を、教育委員会に提出しなければならない。 

(意見の申出) 

第 13条 協議会は、法第 47条の 5第 6項又は同条第 7項の規定により教育委員会に意見を述べるとき

は、対象学校の校長を経由して行うものとする。 

2 協議会は、法第 47条の 5第 7項の規定による対象学校の職員の任用等に関する意見を述べるとき

は、あらかじめ対象学校の校長の意見を聴くとともに、次に掲げる事項に留意しなければならない。 

(1) 第 3条の趣旨を踏まえたものであること。 

(2) 学校の教育上の課題を踏まえたものであること。 

(3) 特定の個人に関するものでないこと。 

(4) 職員の分限、懲戒、賞罰その他身分に関するものでないこと。 

(運営状況の報告) 

第 14条 協議会は、教育委員会に対し、毎年度 1回、協議会の運営状況を報告するものとする。 

(適正な運営の確保等) 

第 15条 教育委員会は、協議会の適正な運営を確保するために、必要に応じて指導又は助言を行うも

のとする。 

2 教育委員会及び対象学校の校長は、協議会が適切な協議を行うことができるよう、協議会に必要な

情報を提供するよう努めなければならない。 

(庶務) 

第 16条 協議会の庶務は、対象学校において処理する。 

(補則) 

第 17条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000166
https://www1.g-reiki.net/ichinoseki/reiki_honbun/r205RG00001479.html#e000000024

